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４ 多様な植生

バラエティに富んだハワイ島の気候が，熱帯雨林から植物の生育限界までの多様な植生

を生み出している．ハワイ島を巡る際には，自分たちがそのとき島のどこに位置している

のか，そしてその地域の気候がどのような特徴を持っているのかを把握しておくと，その

土地の植生と結びつけて見ることができて，より深くハワイ島を理解することができる．

4-1 ヒロ周辺

ヒロ空港から 11 号線を北上して海に向かうと，バニヤン・ドライブという海沿いの通

りがある．右手にはホテルが並び，その向こうには海がある．このバニヤン・ドライブに

は，その名のとおり，バニヤンの大木が街路樹として並んでいる（図 4-1-1， 2）．

バニヤン・ドライブを進み，ヒロ・ハワイアン・ホテルの先を右折すると，ココナッツ

・アイランドがある．これはヒロ湾に飛び出した小さな島で，海岸の公園から歩行者用の

橋で渡ることができる．ココヤシの林の向こうには，雲がかかっていなければヒロ湾を隔

ててマウナ・ケアが見える（図 4-1-3）．

街のあちこちには，南国のきれいな花々が咲いているが，郊外のみやげ物店では，まと

まって多くの花を見ることができる（図 4-1-4）．

図4-1-1 バニヤンの木

ヒロ市のホテル街の通りにはバニヤンの木が並

ぶ．日本の南西諸島などでは，ガジュマルの名で

知られる南方の木である．

図4-1-2 バニヤンの木の幹

枝から降りた多数の気根が新たな幹をつくる．一

見，熱帯風でハワイ原生のように見えるが，外部

から人によって持ち込まれ植樹されたものである．

図4-1-3 パームツリー（ココヤシ）

ココナッツ・アイランド（ヒロ）のヤシの木．湾

の向こうにはマウナケアが雲に隠れている．

図4-1-4 南国の花々

ヒロ郊外の11号線沿いにあるアカツカ蘭園（Akats

uka Orchid Garden）の店内には名国の花が並ぶ．
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4-2 火山地帯

ヒロから 11 号線を南下していくと，ハワイ火山国立公園がある．ここは，今も活動を

続けるキラウエア火山の火口（カルデラ）を中心とする広大な火山地帯である．この周辺

の標高は 1000m を超えているのだが， 11 号線があまりにもなだらかな道であるため，それ

ほど上ってきたことになかなか気づかない．しかし，時期によっては肌寒く感じることも

あり，また時に霜が降りることもある．

カルデラの東西で植生が異なり，貿易風の風上にあたる東側には熱帯雨林もあるが（図 4

-2-1， 2），それと対照的に風下の西側では低木と草原が多い（図 4-2-3， 4）．

図4-2-2 巨大なワ

ラビ

熱帯雨林の中に自

生する巨大なワラ

ビ．高さは子ども

の身長を超える．

図4-2-1 キラウエア火口の東側にある熱帯雨林

この奥には溶岩が固まるときにできたサーストン

溶岩トンネルがある

図4-2-1 キラウエア火口付近

カルデラの西側は草と低木が広がっている．この

道を行くと，カルデラの縁に出る．

図4-2-2 キラウエア火口付近の花

カルデラ周辺の草原には，ところどころにこのよ

うなきれいな花が咲いている
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4-3 サドルロード（ヒロ～マウナ・ケア山麓）

島のほぼ中央を抜けて東西を結ぶ道路がサドルロードである．その名のとおり，マウナ

・ケアとマウナ・ロアという 2 つの高山の間の鞍部を抜けていく高原道路である．この道

もやはりなだらかであるために気づきにくいのだが，鞍部の最も高いところは 2000m を超

え ている． 走り始めは緑 が豊富で高 木の森林の 中を通る（図 4-3-1）． やがて高度 が増す

とともに樹木の高さが低くなっていく（図 4-3-2， 3）．鞍部でサドルロードから分岐して

マウナ・ケア山頂へ向かう道を上っていくと，やがて森林限界線を越え，植物がまったく

見られなくなる（図 4-3-4， 5）．

山 頂近 く には ， 氷河 期に 形成 された U 字 谷や モレ ーン（ 氷堆 積丘） など の典 型的な 地

形が残されていて，その保護地域であることを示す標識もある（図 4-3-6）．

図4-3-1 サドルロード

標高が高くないところでは，左右にこのような森

林が広がる

図4-3-2 サドルロードから見るマウナ・ケア

標高が上がると，このように草や低木になってい

く．背景には赤茶けたマウナ・ケアが見える

図4-3-3 サドルロードからマウナ・ケア山頂へ向

かう道（マウナケア・アクセスロード）の分岐点

付近

左手の丘（プウ・フルフル：Pu`u Huluhulu）は，

噴火のときに流れてきた溶岩に焼かれなかったた

め，植生がそのまま残されている．この部分だけ，

生態がまわりから孤立している．

図4-3-4 マウナ・ケア（ハレポハク～山頂）

マウナケア・アクセスロード．途中のビジターセ

ンターを過ぎると道は未舗装になり，四輪駆動車

でないと上がれなくなる．標高は3000mを超えてい

る．このあたりが植物が生育する限界である．
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※高校生物や理科総合 B の生態や環境の学習と関連させて学ぶことができる．

図4-3-5 マウナ・ケア（山頂付近）

山頂まであと少しの地点．赤茶けた土とガレ場が

広がる．植物の姿は見えない．正面の山のすぐ向

こうに，天文台のドーム群が並んでいる

図4-3-6 マウナケア氷河期自然保護区

マウナ・ケアの山頂近くの南斜面には，氷河期の

自然環境が残されている．


